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　2015 年 12 月 31 日、ASEAN 経済共同体（AEC：ASEAN Ec o n o m i c  Co m m u n i t y）が発足した。そして、
東西経済回࿓や南部経済回࿓などインフラ整備がなされ、モϊや人の行き来が活発になり、ASEAN が
生産ڌ点および消費市場として経済成長が期待されている。本書は、特に、タイやラオス、ミャンマー、
カンϘジア、ϕトナム、さらに中国雲南省と広西チワン଒自治区を加えたメコン川流域の G MS（G r e a t e r  
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　米国の TPP 離脱が現実となった中、今後、アジアの地域連携は R CEP（東アジア包ׅ的経済連携）が
重要な役割を果たすことが予૝される。R CEPは ASEANʴ6 の 16 ϱ国が参加し、交বのࢦ導的役割を
演じるのは中国や日本と考えられているが、日・中の対立や交বがߗ直状態となった場合、ASEAN10
ϱ国が中心的な役割を果たす可能性も考えられる。今後、ASEAN の動޲に注目することが必要である。
　以上、本書は、ASEAN の G MS経済ݍの現状と課題を中心に実務的内容に෋Μだ著࡞である、従来
の研究者による書とは一味ҧった新઱な内容である。実務的な研究書を求める社会人や研究者、学生に
興味深い書物となっており、ਪનする࣍第である。
 （あきやま　けΜじ　ਆಸ川大学経済学部教授）
